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全席指定 7,000円／学生3,500円 
発売：9月18日水［会員：9月14日土］

Wednesday 8 January 2020, 19:00 TOPPAN HALL
19:00開演トッパンホール

水

トッパンホール チェンバー・オーケストラ

NewYearConcertToppan Hall

Peter Bruns violoncello
ペーター・ブルンズ

Kazuhito Yamane violin
山根一仁

Daniel Sepec concertmaster＆solo violin
ダニエル・ゼペック

J.G.グラウン
ヴァイオリン協奏曲 イ長調
　GraunWV A:ⅩⅠⅠⅠ:10
［ヴァイオリン：ダニエル・ゼペック］
Johann Gottlieb Graun: Konzert für Violine, 
Cembalo und Streicher A-Dur GraunWV A:XIII:10

ハイドン
チェロ協奏曲第1番 ハ長調 Hob.Ⅶb-1
［チェロ：ペーター・ブルンズ］
Haydn: Concerto per il violoncello No.1 
in do maggiore Hob.Ⅶb-1

ヴィヴァルディ
ヴァイオリン協奏曲集 Op.8-1～4《四季》
［ヴァイオリン：山根一仁］
Vivaldi: Concerti “Le Quattro Stagioni” Op.8-1～4
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トッパンホールWEBチケット http://www.toppanhall.com/
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が、もう少し「いっちゃってる」音楽、そして多感様式の作風

が窺える、とっても魅力的な作品。だからコンチェルトを弾か

せてもらえるなら、ぜひこれを弾きたいとのこと。レコーディ

ングまでしている異才ゼペックのソロで、この知られざる作品

が2020年に蘇る。

山根一仁は、2015年に〈エスポワール シリーズ〉Vol.2で、《四

季》を一度演奏した。お聴きになられた方も多いことだろう。

だがそれから5年の彼の成長ぶりは目を瞠るものがある。そし

て、彼のような音楽家がその天才的な閃きを発揮できる場とし

て、トッパンホールはまさに最適といえよう。さらに今回は、

山根の独創的なソロにゼペック、ブルンズらが入り交じっての

協奏的な華やかさと面白さが加わる点も見逃せない。ゼペック

が率いる腕利きの名手たちのアンサンブルの躍動にも大いに期

待したい。

トッパンホール チェンバー・オーケストラ
Violin	 ダニエル･ゼペック、飯村真理、篠原智子、大塚百合菜

	 山本翔平、土岐祐奈、小川恭子、盛川奈々

Viola	 篠﨑友美、田原綾子、正田響子

Violoncello	 髙木慶太、佐山裕樹

Contrabass	 山崎	実

Oboe	 蠣崎耕三、森枝繭子

Horn	 日橋辰朗、和田博史

Cembalo	 大塚直哉

2020NewYearConcert
毎年、ディープな内容で知られるトッパンホールのニューイ

ヤーコンサート。今回はどちらかというと、軽やかで爽やかな

新年の始まりを意識してプログラミングしてみた。

旧東ドイツを代表するソリストとして知られるペーター・ブル

ンズは、若き日からシュターツカペレ・ドレスデンの首席とし

ても活躍した名手。トッパンホールには、2011年に日下紗矢

子の〈エスポワール〉で共演者として推薦し、出演してもらっ

た。その後、2018年に非公開のコンサートで、チェンバーオ

ケをバックにハイドンのニ長調のチェロ協奏曲を弾いてもらっ

たところ、共演したオケのメンバーが絶賛、再演を望む声が数

多くあがり、今回、ハ長調の協奏曲を弾いてもらうこととなっ

た。ブルンズには、コンチェルトだけではなくプログラム後半

の《四季》にも出演してもらう。

切れ味鋭い演奏と、きさくで飾らない人柄で、パーヴォ・ヤル

ヴィ率いるスーパー・アンサンブル、ドイツ・カンマーフィル

ハーモニー・ブレーメンをコンサートマスターとして牽引する

ダニエル・ゼペック。彼は、今回企画の途中から参加してくれ

て、私たちに、まさに大きなお年玉のような喜びと幸運をもた

らしてくれた。彼が演奏するヨハン・ゴットリープ・グラウン

（1702-71）のこの作品、ご存知でしょうか。ゼペックの言を

用いると、ヴィヴァルディのようなスタイルで書かれている
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